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’
武
天
皇
即
位
紀
元
二
六
六
九
年
、
平
成
二
十
一

み
↑
年
「
己
丑
」
の
新
年
を
迎
え
た
。

本
殿
の
大
太
鼓
が
新
年
の
時
を
告
げ
、
神
門
が
開
か

れ
た
。
初
詣
の
人
の
波
は
瞬
く
間
に
拝
殿
前
に
広
が
り

賽
銭
、
拍
手
の
音
が
響
き
渡
り
、
人
々
の
新
し
い
年
に

祈
る
熱
気
が
境
内

に
満
ち
溢
れ
た
。

大
[
[
]
[

配
置
と
な
り
、
非

常
に
寒
さ
の
厳
し

い
日
と
な
る
。
午

後
三
時
よ
り
年
越

の
大
祓
式
が
斎
行

さ
れ
、
寒
風
の
中

約
三
0
0
名
の
参

列
者
が
神
門
前
参

道
両
脇
に
二
重
と

な
り
式
に
参
列
さ

5
万
人
で
賑
わ
う

宗

冒

□
｀

日
」
と
し
て
、
国
民
の
祝
日
に
定
め
ら
れ
た

「
建
国
記
念
日
」
で
あ
る
。
戦
前
は
「
紀
元
節
」

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
初
代
神
武
天
皇
が
日
本

を
平
定
し
、
橿
原
宮
に
て
御
即
位
さ
れ
た
日

（
紅
配
平
炉
誼
印
厨
細
）
を
、
現
在
の
暦
に
合

わ
せ
て
算
出
し
、
明
治
六
年
に
制
定
さ
れ
た
。

本
年
は
神
武
天
皇
即
位
紀
元
二
六
六
九
年
と

な
る
▼
戦
後
、
紀
元
節
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
国

家
の
建
国
を
祝
う
日
の
復
活
を
望
む
国
民
の

声
を
受
け
、
昭
和
四
十
一
年
の
祝
日
法
改
正

に
よ
り
法
制
化
さ
れ
、
建
国
記
念
の
日
と
改

め
ら
れ
て
、
国
民
の
祝
日
に
加
え
ら
れ
た
▼

近
年
の
「
祝
日
法
改
正
」
い
わ
ゆ
る
ハ
ッ
ピ
ー

マ
ン
デ
ー
制
度
に
よ
り
、
祝
日
の
一
部
を
従

来
の
日
付
か
ら
特
定
の
月
曜
日
に
移
動
し

た
。
一
月
十
五
日
（
成
人
の
日
）
が
第
二
月
曜

日
に
、
七
月
二
十
日
（
海
の
日
）
が
第
三
月
曜

に
、
九
月
十
五
日
（
敬
老
の
日
）
が
第
三
月
曜

日
に
、
十
月
十
日
（
体
育
の
日
）
が
第
二
月
曜

日
に
変
更
さ
れ
て
い
る
▼
歴
史
や
伝
統
に
由

来
す
る
祝
祭
日
を
、
休
日
の
利
便
性
の
為
に

変
更
し
て
し
ま
う
こ
と
で
、
祝
日
の
意
義
を

失
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
十

月
十
日
（
体
育
の
日
）
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
日
だ
と
い
う
こ
と
は
、
意
外
と
知
ら
れ

て
い
な
い
。
つ
ま
り
何
故
そ
の
日
が
祝
日
な

の
か
と
い
う
意
義
を
失
い
つ
つ
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
祝
日
が
持
つ
本
来
の
意
義
を
知

る
事
が
、
日
本
の
歴
史
、
文
化
、
伝
統
を
守
る

事
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
。
（
坂
）

2月祭事暦
つきなみ

毎月 1 • 15日月次祭
午前10時～
高宮祭
第二宮・第三宮祭
宗像護国神社祭(1日）

午前11 時～
総社祭
浦安舞奉奏(1日）
既栄舞奉奏(1 5 日）

1 日節分豆打ち式

午前 11 時～ 於＝本殺特，没
午後 2 時～ ステージ

3日節分祭

午前 11 時～
於＝本殺
豆打ち式午前11 時30分～

11 日建国祭

午前11 時～

装束店 〒 600-8503 京都市下京区油小路通六条上る
神具・装束・授与品 フリーダイヤル 0120-075-980

令井 冷福岡店：り望唸開。↑慧ば喜1-12-10-40I 
授与品店〒 601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23

フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

煉式会社ク江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 電話(Oq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www. mun aka ta-tai sh a.or.j p/ 
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れ
た
。
引
続
き
除
夜
祭
が
本
殿

で
斎
行
さ
れ
平
成
二
十
年
最
後

を
締
め
く
く
る
祭
典
が
斎
行
さ

れ
た
。

後
十
時
頃
、
第
一
駐
車
場

勺
は
新
年
を
迎
え
る
車
で

す
で
に
満
車
状
態
と
な
り
、
周
辺

道
路
は
渋
滞
と
な
っ
た
。
参
道
は

第
一
鳥
居
付
近
よ
り
神
門
前
に

い
た
る
ま
で
行
列
が
出
来
、
途
中

の
心
地
池
に
は
露
店
の
灯
り
と
、

太
鼓
橋
を
渡
る
人
々
が
古
札
と

し
て
納
め
る
熊
手
・
鏑
矢
を
手
に

本
殿
に
進
む
影
が
映
し
出
さ
れ
、

神
門
前
で
は
開
門
を
待
つ
多
く

の
人
々
の
姿
が
栂
火
で
浮
か
び

上
が
っ
て
い
た
。

社
頭
、
本
殿
授
与
所
・
祈

各
願
殿
授
与
所
・
縁
起
物

授
与
所
•
福
み
く
じ
授
与
所
に

は
そ
れ
ぞ
れ
神
職
、
巫
女
、
見
習

巫
女
が
迎
春
体
制
を
完
備
し
待

機
。
神
酒
授
与
所
は
地
元
総

代
・
協
力
会
員
に
こ
奉
仕
い
た

だ
き
、
駐
車
場
で
は
、
警
備
員
三

十
名
が
車
の
誘
導
・
駐
車
場
の

整
理
に
あ
た
っ
た
。
午
前
零
時

の
神
門
開
扉
を
宗
像
市
消
防

団
・
ふ
く
ろ
う
部
隊
に
担
当
、
こ

奉
仕
い
た
だ
き
、
開
扉
後
は
宗

像
警
察
署
の
こ
協
力
と
共
に
、

参
拝
者
を
安
全
に
拝
殿
に
誘
導

し
て
頂
い
た
。

日
、
午
前
九
時
よ
り
国

元
家
・
皇
室
の
御
安
泰
、
国

民
の
幸
福
を
祈
る
元
旦
祭
を
、

翌
二
日
、
三
日
と
新
年
二
日
祭
、

新
年
三
日
祭
と
宗
像
護
国
神
社

新
年
祭
を
各
々
斎
行
。
平
成
二

十
一
年
の
幕
開
け
を
寿
ぐ
祭
典

は
滞
り
な
く
執
り
行
わ
れ
た
。

正
い
』
汀
』
｀
一
・

三
日
と
晴
天
に
恵
ま
れ
初
詣
の

人
々
で
御
社
頭
は
大
い
に
賑
わ

っ
た
。
元
旦
の
宗
像
地
域
は
雪

が
時
々
舞
う
程
度
で
あ
っ
た

が
、
早
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
れ

ば
九
州
自
動
車
道
が
積
雪
に
よ

り
一
部
通
行
止
め
、
北
九
州
の

都
市
高
速
も
通
行
止
め
と
報
道

さ
れ
た
。
こ
の
日
気
温
は
五
℃

前
後
で
推
移
し
非
常
に
寒
く
、

特
に
午
前
中
は
参
拝
者
に
影
響

．
を
及
ぼ
し
た
模
様
で
あ
る
。

^
T

願
祭
は
、
元
旦
、
午
前
零

ャ
↑
時
よ
り
恒
例
の
九
州
旅

客
鉄
道
株
式
会
社
の
新
年
一
番

祈
願
祭
が
本
殿
で
斎
行
さ
れ
た
。

儀
式
殿
で
は
家
内
安
全
、
厄
年
祓

一
い
等
の
祈
願
が
、
祈
願
殿
で
は
新

年
交
通
安
全
大
祈
願
祭
が
斎
行
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さ
れ
る
。
祭
典
終
了
後
直
会
と
し
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
す
る
と
、
喧

て
本
殿
横
に
設
け
ら
れ
た
神
酒
騒
か
ら
離
れ
心
和
む
時
間
を
過

授
与
所
で
、
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
の
こ
さ
れ
た
。

甘
酒
が
振
舞
わ
れ
た
゜
斤l年
で
は
辺
津
宮
本
殿
で

t
事
始
め
の
五
日
は
、
背
の
お
参
り
だ
け
で
な

ー
1

広
、
会
社
の
制
服
姿
で
く
、
沖
津
宮
を
祀
る
「
第
二
宮
」
、

の
団
体
で
境
内
は
賑
わ
い
、
企
中
消
宮
を
祀
る
「
第
三
宮
」
へ
参

業
・
団
体
の
新
年
業
務
繁
栄
・
安
拝
の
後
、
宗
像
大
神
御
降
臨
の

全
、
交
通
安
全
祈
願
祭
が
続
い
地
で
あ
る
高
宮
祭
場
へ
と
参
拝

た
。
神
札
授
与
所
で
は
、
神
札
、
さ
れ
、
最
後
に
茶
房
で
ぴ
と
時

お
守
り
を
事
業
所
・
所
有
車
輌
を
過
こ
さ
れ
る
傾
向
が
見
ら

数
と
ま
と
め
て
受
け
ら
れ
る
姿
れ
、
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り

が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
と
参
拝
さ
れ
る
方
が
年
々
増
加

年
よ
り
「
車
両
用
」
「
錦
・
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

今
袋
入
守
」
の
デ
ザ
イ
ン
ト
日
か
ら
十
二
日
の
連
休

を
一
新
、
又
昨
年
十
月
よ
り
授
に
は
、
新
成
人
の
晴
れ

与
し
て
い
る
、
御
神
木
で
奉
製
着
姿
の
参
拝
が
多
く
見
受
け
ら

さ
れ
た
「
杜
守
」
も
加
わ
り
参
拝
れ
、
十
日
に
は
ヤ
マ
ザ
キ
製
パ

者
の
目
を
引
い
て
い
た
よ
う
で
ン
（
株
）
福
岡
工
場
の
成
人
祭
が

あ
っ
た
。
更
に
「
神
札
•
お
守
り
」
当
社
に
て
行
わ
れ
た
。
又
観
光

案
内
の
展
示
ケ
ー
ス
を
授
与
所
バ
ス
も
多
く
、
遠
方
か
ら
の
三

軒
下
に
掲
げ
、
わ
か
り
や
す
く
、
社
詣
で
の
人
々
で
賑
わ
っ
た
。

受
け
や
す
い
と
好
評
で
あ
っ
十
一
日
は
麻
生
福
岡
県
知
事
が

た
。
「
福
み
く
じ
」
の
授
与
所
で
「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
追
産

は
、
『
今
年
最
初
の
連
だ
め
し
』
．
群
」
の
世
界
迫
産
、
国
内
候
補
地

と
毀
を
求
め
る
人
で
「
福
み
く
リ
ス
ト
記
載
に
伴
う
視
察
に
て

じ
」
の
授
与
所
は
大
変
な
賑
わ
当
社
辺
津
宮
・
中
津
宮
を
視
察

い
で
あ
っ
た
。
：
さ
れ
た
。

勅
[
コ
眉
ぃ
'
」
心
t
]
今
ぃ
t
t
口
戸
]
ロ
口

□

て
開
放
し
、
抹
荼
・
ぜ
ん
ざ
い
・
は
六
十
三
万
人
を
数
え
た
。
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"
j
祭
典
は
ま
だ
夜
が
明
け
打
石
で
忌
火
を
起
こ
し
、
弧
で
水

皇
麟
量
頃
饉
只
冒
汀
i
B
口
汀
日
日
ぃ

◆
古
式
祭
◆
ー
り
世
俗
と
の
関
わ
り
を
断
つ
こ
う
「
鎮
火
の
儀
」
が
行
わ
れ
た
。

師
走
十
四
日
（
日
）
、
八
五
0
年
と
）
し
た
神
島
宮
司
以
下
神
職
が
迦
具
土
神
の
荒
び
を
鎮
め
、
そ

の
伝
統
を
持
つ
「
古
式
祭
」
が
斎
行
奉
仕
し
、
宗
像
市
田
島
・
江
口
両
区
の
災
い
を
受
け
る
こ
と
の
無
い
よ

さ
れ
た
。
ー
長
、
御
座
の
当
番
班
の
班
長
、
地
元
う
に
と
、
火
災
の
絶
無
と
消
防
関

こ
の
神
事
は
神
前
で
行
わ
れ
る
｛
総
代
が
参
列
し
斎
行
さ
れ
た
。
係
者
の
安
全
を
祈
り
、
谷
井
宗
像

ぉ

祭
典
と
、
清
明
殿
で
行
わ
れ
る
「
御
．
御
神
前
に
は
、
ミ
カ
ン
の
原
種
市
長
、
池
浦
福
津
市
長
を
は
じ
め
、

ざ
[
<
ね
ん
ぼ
―

座
」
の
二
つ
で
構
成
さ
れ
、
神
餓
]
で
あ
る
「
九
年
母
」
、
同
市
の
浜
に
両
市
内
の
消
防
関
係
者
、
國
友
宗

（
御
供
え
物
）
は
神
職
だ
け
で
は
な
こ
の
時
期
し
か
打
ち
上
が
ら
な
い
像
警
察
署
長
ら
が
参
列
し
敬
虔
な

く
地
元
宗
像
市
田
島
・
江
口
区
民
、
「
ゲ
バ
サ
モ
」
と
呼
ば
れ
る
海
藻
な
祈
り
を
捧
げ
た
。

地
元
総
代
等
が
一
丸
と
な
っ
て
調
ど
、
こ
の
祭
典
だ
け
に
調
製
さ
れ
浮
，
』
．

製
し
、
御
座
は
田
島
区
内
八
班
の
た
特
殊
神
隈
が
供
え
ら
れ
た
。
·
冒
i

氏
子
が
毎
年
交
代
で
奉
仕
す
る
一
方
、
清
明
殿
入
口
に
は
午
前
｀

"
4
 

（
今
年
は
飛
松
班
）
と
い
う
宗
像
地
五
時
頃
よ
り
、
「
御
座
」
受
付
開
始
・
か
~
―

方
独
自
の
神
事
で
あ
る
。
を
待
ち
わ
び
る
参
拝
者
の
列
が
出
が

士
』
叫
い
犀

]
r
]

事
。
胃
言
い
こ

：
―
が
並
び
、
参
列
者
は
平
素
口
に
す

拿
る
こ
と
の
で
き
な
い
御
膳
に
舌
鼓

を
打
ち
な
が
ら
、
神
人
和
楽
の
一

“
日
り

ン
ベ
ノ
鵡
同
日
午
前
十
時
か
ら
は
鎮
火
祭

ヽ
'
~
-
古
が
斎
行
さ
れ
、
古
式
ゆ
か
し
く
火

大ど代--,でに わ代奉替二え
島の．藁乾神注れ協賛え賓召＋

: [ [ l [ IIts i i[ : [ [ 島五で田後っ業 奉会麿合津＾
で° 1す島fたば 仕‘‘巾連宮也
隼畠：贔五悶］ 皇塁如門塁悶
ー作握元初懸初 と区両懸殿を

疇寧碑醗嘩霙匹饂塵—~―～し一ビ＾・ 1 月りほ総旬稲旬 行総宮け第迎
--.......................................................................................................................................... 

大漁い糸るでよが 藁間復が涵 てよ社賛運ら 余のせつ会下
注師るぷ時ブ‘うばまのの活平ー近のり職会ば再完年経るたの旬
連が゜等にリにらた確おし、の年最懸員‘れび成受験作二奉、‘

喋翠豆 □ 掌［ ; ［因硲宝翠空盆鰐昂［ ［〖｛よ］羹〗}] 9` 知［珀
こ‘て折だ閂裔喜怠閃贔犀巖臭［畠：互冒晨‘悶；翡塁胃貪員久塁
累雷旦贔テ貪畠：閾は：贋晶竺需っ靡i悶言塁！：関＇ょ：貪比夏
言さ農か；りのの縄つだ得神てにts に八ささ渡大 り、り縄同
。れ家れ＾上発なはたって田いよ 向名当同つ島 三長合を翼
たとて釣げ案い藁゜た年がたり けに大翼てか 十年わ絢賛

御
躁
。
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年
越
し
の
大

持を祓農わの ががわれい前
ち祓式作れ十大参、‘れ ..... ‘てで大
でい六物て二祓列近寒一本年晦
息門［畠ぶ‘旦百〗戸さ皇殿越日
て 月作が干七たふ厳ーでしの
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らてし年崇のの者執 祓吹り」詞詰整 の
れ滞平を敬繁こ、一り引いき をめつ定大
たり 迎者栄加同行き清か限り奏掛た刻祓
°無皮ぇの、護はわ続めけで上け境‘き
＜一ら皆世に今れきてて祓‘、内新と
終よれり悶冒門齊平位聞い門喜畠］だ
；閾さが久し年 h 塁゜裂蔽忠て権拝迎て
門祭と雙孟息馨職除 ぎ鮒胄嘉嘉忌閾
は儀をし、手像員夜 罪に者が続準゜
閉は祈＜氏国大参祭 械息各大々備
じ全念新子家神列が をを人祓とが

重
蓋
覆
羹
神
前
に
は
大
島
内
外
の

嘉
y
漁
業
・
農
家
よ
り
海
の
幸
・

ヽ

9
覧
野
の
幸
が
供
え
ら
れ
、
社
頭

年
の
瀬
に
寒
波
が
到
来
し
、
海
一
で
は
正
月
の
縁
起
物
の
破
魔
矢
・

上
は
や
や
時
化
気
味
と
な
り
大
変
二
福
俵
・
熊
手
ま
た
一
刀
彫
な
ど
が

な
冷
え
込
み
の
中
、
新
年
を
中
津
一
授
与
さ
れ
る
と
と
も
に
、
毎
年
恒

宮
で
迎
え
よ
う
と
寒
風
吹
き
さ
す
i
例
の
「
中
津
宮
新
春
福
み
く
じ
」
が

中
、
神
門
前
に
は
開
門
を
待
つ
参
：
沖
・
中
両
宮
翼
賛
会
会
員
の
奉
仕

拝
者
の
列
が
並
ん
だ
。
．
に
よ
り
授
与
さ
れ
た
。

午
前
零
時
、
境
内
に
太
鼓
の
音
·
こ
の
「
福
み
く
じ
」
で
は
宗
像
市

が
響
き
、
奉
賛
会
員
の
奉
仕
に
よ
]
の
（
株
）
城
山
家
具
（
社
長11
寺
田

り
定
刻
に
開
門
。
島
内
氏
子
を
は
]
修
）
及
び
宗
像
農
業
協
同
組
合
大

じ
め
、
正
月
を
故
郷
で
過
こ
そ
う
．
島
支
所
よ
り
特
別
協
賛
を
賜
り
授

と
帰
島
し
た
人
々
が
先
を
競
い
神
」
号
所
前
は
長
蛇
の
列
と
な
り
、
新

前
に
進
み
、
敬
虔
な
祈
り
が
捧
げ
年
の
福
を
授
か
ろ
う
と
多
く
の
参

ら
れ
た
。
拝
者
が
詰
掛
け
て
い
た
。

ま
た
境
内
で
は
沖
・
中
両
宮
奉

＿
口
叫
喜
]

鼻
く
の
参
拝
者
に
振
舞
わ
れ
た
。

一
午
前
七
時
元
旦
祭
が
斎
行
さ

れ
、
沖
中
両
宮
奉
賛
会
・
翼
賛
会
会

員
を
始
め
島
民
が
参
列
す
る
中
、

一
本
年
の
国
家
・
皇
室
の
安
泰
と
島

民
・
国
民
の
幸
福
が
神
前
に
祈
念

さ
れ
た
。

翌
二
日
も
天
気
は
良
い
も
の
の
、

気
温
は
低
く
寒
い
一
日
と
な
っ
た
。

一
午
前
十
一
時
に
は
、
成
人
祭
が
斎
行

]
さ
れ
本
年
は
十
三
名
の
新
成
人
が

i
参
列
し
神
前
に
奉
告
を
し
た
。

一
ま
た
こ
の
日
は
三
十
三
オ
、
四

：
＋
一
オ
、
四
十
四
オ
各
々
の
厄

一
除
・
晴
厄
祈
願
祭
も
斎
行
さ
れ
、
境

一
内
で
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
久
し

i
ぶ
り
の
同
年
と
の
再
会
に
歓
喜
の

一
声
が
あ
が
っ
て
い
た
。

i
三
日
に
は
、
高
向
権
宮
司
他
奉

ー
仕
に
よ
り
元
始
祭
並
び
に
宗
像
漁

]
協
大
島
支
所
の
大
漁
祈
願
祭
が
斎

i
行
さ
れ
、
沖
中
両
宮
奉
賛
会
並
び

一
に
漁
業
従
事
者
参
列
の
元
神
前
に

本
年
の
海
上
・
操
業
安
全
・
大
漁
満

足
が
祈
ら
れ
た
。

ー
祭
典
終
了
後
、
社
務
所
に
て
直
会

i
が
行
わ
れ
、
権
宮
司
挨
拶
に
続
い
て

一
宗
像
漁
業
協
同
組
合
山
口
國
一

一
組
合
長
も
新
年
の
こ
挨
拶
を
い
た

E
き
、
一
同
本
年
の
豊
漁
を
願
い
な

一
が
ら
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

i
か
く
し
て
平
成
二
十
一
年
の
筑
前

•
大
島
の
正
月
は
沢
山
の
島
民
の
こ

i
協
力
に
よ
り
無
事
終
え
る
事
が
で

i
き
た
。

＿
こ
の
正
月
祭
斎
行
に
あ
た
り
、

一
各
方
面
よ
り
多
大
な
る
こ
協
カ
・

一
こ
協
賛
を
い
た
だ
き
ま
し
た
崇
敬

一
者
の
皆
様
に
、
紙
面
を
か
り
ま
し

一
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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れ向と 宮主た末日

<][ ［嵐；月［ : ] 
司畠 9 闘塁；祠喜渡悶
忍塁凸昇胄る、扁靡胃，
総本薙宗さ当連ス県一

悶更事需農脊霊文儡月
あ進は、長°辺肛りが［
るま高と 津のし年日
ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ-ｷ-ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ-ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ--

憎所 の津湊こ を辺
そへ島名宮港と神受津

麟一柑月凪已器岨こ知事ヒ置 , 呵|~ •"".· • 'げ嘉畠 lt奮；よ儡［喜
てと本追関も津 察視墳屋のをは か仰はを側リ拝勁り且農閏

宕：魯〖［ご珈云［彎磁四り芝霊［玉： ［碧蓋浣喫~ii゜［：甘誓晶 9 り；、菜昇直悶悶〗儡喜門tけ見；こ、悶：こ、呈門［讐 闘
どt ：口悶＇り闊：t~腐嬰鷹：属悶旦召皇塁王骨゜罰靡は農 篇り羞：一
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し仰ろ
てには
い関出
きわ来
たるう
い部る

、[: : 
応信

麻
巻
職
闘
県
知
事

辺
涵
薔
：
中
津

時
折
、
小
雪
の
舞
う
寒
空
の
一
i
い
一
年
を
清
々
し
く
過
こ
す
こ
と

月
十
三
日
、
宗
像
大
社
氏
子
会
総
i
が
で
き
る
と
当
大
社
を
後
に
し
た
。

代
多
数
の
方
々
の
御
参
列
を
頂
き
尚
、
こ
奉
納
い
た
だ
い
た
献
米
は
、

献
米
奉
告
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
・
日
々
の
日
供
祭
を
は
じ
め
諸
祭
典

こ
の
神
事
は
、
氏
子
の
皆
様
か
の
神
餓
と
し
て
お
供
え
し
、
皆
様
方

ら
寄
せ
ら
れ
た
新
穀
を
御
神
前
に
．
の
安
全
と
繁
栄
を
御
祈
念
致
し
て

献
上
し
、
昨
年
秋
の
収
穫
を
感
謝
•
お
り
ま
す
事
を
御
報
告
致
し
、
衷
心

す
る
と
共
に
、
今
年
の
五
穀
豊
穣
、
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

無
病
息
災
を
祈
る
神
事
で
あ
る
。
．

祭
典
で
は
和
田
博
人
氏
（
宗
像
~

市
上
八
）
が
、
氏
子
会
を
代
表
し
奉
．

幣
使
と
し
て
御
奉
仕
さ
れ
た
。
前
~

日
か
ら
当
大
社
に
斎
泊
精
進
潔
斎
[

の
上
、
斎
服
を
着
装
し
て
祭
典
に
i

臨
ま
れ
、
無
事
に
氏
子
奉
幣
詞
を

宗
像
大
神
の
御
前
で
奏
上
、
大
役
・
一

を
見
事
に
果
さ
れ
た

祭
典
終
了
後
に
は
、
氏
子
会
役

員
を
永
年
お
勤
め
い
た
だ
い
た
方
一

（
十
年
以
上
）
の
表
彰
式
が
行
わ
·

れ
、
本
年
は
氏
子
会
監
事
で
あ
る

城
野
寅
夫
氏
（
福
津
市
福
間
）
に
感

謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
参

列
し
た
氏
子
会
同
志
等
か
ら
温
か

い
祝
福
を
受
け
た

そ
の
後
、
消
明
殿
を
会
場
に
「
鏡
．

開
き
」
が
行
わ
れ
、
直
会
と
し
て
皆

で
雑
煮
．
ぜ
ん
ざ
い
を
頂
き
、
新
し

献
米
奉
告
祭
斎

氏子奉幣使どば鴫砥り田熾

平
成
二
十
一
年

献
米
奉
告
祭
氏
子
奉
幣
使

和
田
博
人
（
宗
像
市
上
八
）

宗
像
大
社
氏
子
会
永
年
勤
続
者
表
彰

氏
子
会
監
事
城
野
寅
夫

（
福
津
市
福
間
）
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ー一子でらと ジ神宮
氏は乗福早ウ·古昨
と元り岡めム人島年
合近かをにに自を＝
流畿ぇ出装も然巡己
平大宮て丁参一つ
良学古那家加のて°
＇ー教 のし講きら

・上、一ぶ・息贋：更眉だ息竺嘉
‘.→ごーら＇，海高宮そー シ狩縄

ふ一四とし虞疇躙屹嬰悶靡ぷ悶斎闘県
霞襄＄翌慕磁認躙聰謬攣」いだにれ..,.の社歩

たき刊たI,,_案翌長き
へわ麻云のつ波五を な島名の時俗°‘行きの内日や‘
いれ古 島と‘百--,慶いを著後発を沖そし慶き日では谷夜
ざ近也｛嶼こ夏浬］；塁世も知と再行ま縄れた世ょ、島地川は
を代ま____ぞ：那腐を且摩喜ぇ詈塁よ靡喜贋ば誓闘闘百且屈
: ] i :0 [[  : : :[9 皇且芯〗嘉t；喜：史靡累塁｝靡塁闘
以也と古古ると平千宮 欠たず咽摩悶魯ば靡閾虐 9 畠塁
てたもく群八相洋里古 か百五、、とをい二刻えさ上帰
称い云は島個うの南島 せ古のそ当民歩た年さ。ん勺杏
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平四者日り動位い沿にえ
良口のに力、、し置程岸ーら
村 慶及 たすのな五れ
で八世んな民る小ら方た
生匹村ど嘉族だ地釈里。

；ーで嬰元闘旦骨岱且；畠民悶
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あンてて落背 拝らたて 世の十歳でにラる間良在大古除めしでの年
りム細いは後会も御ども宮村一五の昭もイ天繹村し正朝隊熊たい頃沖
‘イ長色天は場し嶽る記古恒角年若和協： のた五日を本°るか縄

贋品貪ぇ恐咤はtミ畠占讐農ぜ竺百さ四カ苫州虚代あ年新し連冒籠ら県
霜ばいっ念林つ りにれに畠靡喜ぷ五与え犀悶悶畠忍悶：唇叩琴芸冒
墨： ：、る窯：fi 寄［シ誠ぢ悶霊：四以〇↓麗篇り突謡＇眉貪犀：寧吝
な聖。岸定のは き子 o 嶽ての植t勺年本島目心な正熊て年大兵校書入
つな森にを植集 きさそにら父物昭三来でのをり十本 頃正役をを
て森はそ受物落 、んれつ農 園和十病調二与そ年に閾に三の中読学
いでフつけ群の 参かをい。慶内五九弱査コせの平滞。宮年た退んそ
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••··•··••····•••••····•·····••····•·•···•······••••••·•··••·•···•••··································· 

てがイメ五シ少はて面しのも嶽た l ある

喜塁房ぱ苫習晶冒ぶ‘芸下：魯誡さほ空 1§
°魯なご； g ;嘉遥嬬腐祀娯芸丞 ;5 9 農
しタウどろ椰多じがに：神、御つ下は
てイミのし子＜力、美出ぃ忌嘉胃可塁門
位了 1 詞万苫舟：しし、；る宮やィ砂（ま所
ののとのたバれ天姿るそ゜神灯ス浜長の
篇悶そ竺日う店庄貪と、琴靡閃、笈篇信塁
つはマガ十アで浜せ正拝り殿御しナが

一 （続）

ゞ
『
·
·
‘

.-ｷ 

' 

232 

い
し
い
た
だ
し
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瓢］一短罷園I~ 一塁一ひ·国·幾
喜貸犀畠閂鱈；冑汀閾冒よ］了考畠言悶］儡t)1:: ]見
がの賀市蔽＇て品導州ぐあ月巾ぼがモ博市の、結かと市しれ夕夜州
こ偲は 集くかき市横お見 しいン多 欠句な渚 1 勤市
もばが 認塁＜ 山ぞょ 色いド銘 らの波に 旦皇ォ、手
るれき田る人ンれ戸さらと若の三を菓土日属の寄東い知ツ当八
塁竺魯野のの性し畑合靡指交表面墨に穴のし寄す旭 卜に幡は首き 贔塁詈悶区悶即で口詈言g 襄き皇畠；：ょ畠悶冒
嘉扉i i臼］嬰 ｀｀贔 あはら念 をがしの と皇累な
叫竺乱森皇摩し腐田會塁関野汀且：山！且［矢］畠璧且士
筐包 E詈；ょJ中ヽ悶；；ゞ間 ；竺門本門亨畠＂、野象｀’襲
年りな甲てたは経ツの召頭精 アつき罷 いのく玲調局みなト
が一り子定驚リてセ気忙J:― l のアf る呼程子兄はのし子
正人し 蓼喜）：歌 累ぷを 手発 l の吸の fこ--,こ貰
しに人 守喜な集 あ中仰 ＜見モ がで優 ら深とび
ぃ←ら りびつを るでぐ 1 でン 残あし と夜が手
。の思 ナこでた読 ーも 食ぁド 念るさ ＇墨手判も
方ぴ し｀魯短み 首常 むり食 。。 つ。巴るな
がて 。歌ぬ ゜に 曼、む 秋初 、時き

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日
メ
切

阿

狂
歌
会
詠
革

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

後
継
者
さ
が
し
を
け
ふ
も
思
ひ
つ
つ
短
歌
大
会
の
ポ
ス
タ
ー
を
描
く

ロ
謬
疇
汀
冒
汀
心
麟
五
髯
彗
賢
→

ロり5
下正家宗
句月の像
はに卜巾

面言；。

計：田
孫ぃ I 久
はース

□直品
す新い
くし無
育ぃし井
つ命 1JJ工
ーぴ
と竺孫
応家］光
盟麦れ
し幸す
納せ＜
めにす
たすく
いる育
。。つ

•□羅l し
方のこ魯宗
がまれせ像
歌まもを巾
はだ新連
すク春ん
っつにで日
きがふ来の
り二さた里
と庭わる
すのし声
る木いと
°立一聞
に首＜大
ーニ庭和
畠庭ゃ美
三ゃ畑由
夏畑に紀
に笹

一ー嗚
つはき
に事こ
し実ぼ
たそる

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

バ
ス
の
旅
に
皇
帝
ダ
リ
ヤ
の
大
き
花
驚
き
な
が
ら
造
船
所
に
着
く

ロ
諷
霜
汀
且
鱈
‘
:
t
s
リ
ア
は
軒
を
越
す
大
き
さ
だ
っ

福
岡
市
南
区
加
野
シ
ノ
ブ

年
せ
ま
る
此
の
凍
て
空
に
若
き
人
職
う
ば
わ
れ
し
国
は
い
か
に
や

ロ
麟
汀
認
闘
昇
コ
｀
そ
只
言

)
:
O
l

は
新
聞
な
と

福
岡
市
南
区
伊
田
有
久
衣

に
び鈍

色
の
暴
り
空
の
も
と
裸
木
の
柿
す
ず
な
り
に
凋
落
の
秋

ロ
峠
冒
竺
冒
汀
冒
戸
闘
[
}
言
げ
疇

宗
像
市
光
岡
白
土
凌
一

師
走
来
て
家
族
そ
う
出
で
大
掃
除
後
の
風
呂
で
気
持
良
し

ロ
戸
麟
戸
鱈
直
這
麟
‘
汀
汀
只
鱈
汀

□
｀

, 
老
人
の
一
団
見
学
な
し
終
へ
て
点
呼
し
て
を
り
資
料
館
前

河
沿
び
に
冬
H
浴
び
を
り
昼
は
老
い
夜
は
若
者
の
も
と
し
ベ
ン
チ
が

う
っ
す
ら
と
錆
の
吹
き
い
づ
正
月
の
鰤
切
る
と
研
ぎ
終
へ
た
る
出
刃
に

年
末
に
愚
息
が
も

仁
」
う
一
人
誕
生
し
ま

し
た
。
約
一
ヵ
月
早
く
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
五

体
満
足
で
生
ま
れ
て
く
れ
安
心
し
て
新
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
▼
そ
の
正
月
を

振
り
返
る
と
、
「
よ
う
や
く
、
美
し
い
花
が
い
く

つ
か
咲
い
て
く
れ
た
」
そ
ん
な
正
月
で
し
た
。

景
気
の
後
退
が
著
し
い
昨
今
で
す
が
、
参
拝
さ

れ
た
皆
様
か
ら
予
想
以
上
の
反
密
を
い
た
だ

き
、
さ
ら
に
新
た
な
可
能
性
と
い
う
も
の
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
▼
も
っ
と
効
率
的
、

効
果
的
に
な
ど
、
組
続
し
て
い
く
上
で
の
問
題

点
も
多
々
浮
き
彫
リ
と
な
リ
ま
し
た
の
で
、
さ

ら
に
議
論
を
阻
ね
御
神
徳
の
宣
揚
に
務
め
て

い
く
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
▼
抽
象
的
な

表
現
で
す
が
、
次
は
も
っ
と
大
き
な
美
し
い
花
、

或
い
は
大
き
な
巨
木
と
な
る
木
を
と
考
え
を

膨
ら
ま
せ
る
と
、
や
が
て
そ
れ
が
伝
統
と
な
っ

て
い
く
よ
う
に
思
え
て
き
ま
し
た
。
（
塚
）

福
津
市
勝
浦
高
山

蒟
蒻
の
無
人
売
店
冬
桜

宗
像
市
平
井
占
部
詩
子

神
名
備
の
盛
り
塩
か
は
く
嗚
日
和

宗
像
市
東
郷
田
中
憲
象

表
札
に
墨
入
れ
て
い
る
冬
日
和

宗
像
市
光
岡
白
土
凌
一

初
日
の
出
拝
ん
で
う
れ
喜
し
吾
心

宗
像
市
神
湊
永
島
紀
子

鮫
の
口
矢
尻
の
如
く
乾
き
切
り

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

賄
眼
の
足
立
て
直
す
冬
椿

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

孫
呼
ん
で
な
ほ
余
り
た
る
お
で
ん
鍋

睦
子

品
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